
⦁ CFOの矢野でございます。それでは、2022年度第1四半期の業績について、資料に沿って、ご説明をさせていただ
きます。
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⦁ １ページをご覧ください。

⦁ まず、売上収益ですが、国内即席めん事業、国内非即席めん事業及び海外事業、いずれも増収となりました。

⦁ 特に海外事業が全体を牽引し、連結で前期比プラス12.7％、2桁増収を達成しております。

⦁ 営業利益から新規事業を除いた、既存事業コア営業利益は、資材費等のコスト上昇による減益圧力を増収や生
産効率改善等によりカバーし、前期比プラス1.3％の増益となる134億円で着地しています。

⦁ また、5月末には、新規事業において、5種類の「完全メシ」の販売を開始しました。1ヵ月で100万食の販売実績と
なり、計画を超える強い需要を確認しております。

⦁ 年度予想、売上収益5,950億円・既存事業コア営業利益520億円に対する進捗率は、売上・利益とも25％程
度の水準であり、社内計画も上回って推移していますが、足元の資材・原油価格の高騰や為替相場の影響が広
範囲に及んでいることや、日本国内の猛暑の影響などを考慮しますと、外部環境は必ずしも楽観できる状況には
ないと思っております。

⦁ こうした中で、国内事業では、6月から実施した価格改定をしっかり定着させる一方、高付加価値商品などによる顧
客層の拡大を継続すること、海外では各国の市場環境に応じたマーケティング・商品力強化、及び、説明資料の
12・13ページに掲載させて頂いている通り、価格改定を実施するなど、地道に収益の底上げを図っていきたいと考
えています。

⦁ 次のページをお願いします。
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⦁ このスライドは、前のページのハイライトをもう少し詳細に記載したサマリーとなります。「親会社の所有者に帰属する
四半期利益」が、前期比でマイナスとなっていますが、これは、課税対象となる利益の構成の対前期比変動によるテ
クニカルな要因が主なもので、年度を通じては、標準的な実効税率である30％程度に落ち着く見込みです。

⦁ 次のページをお願いします。
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⦁ 続きましてセグメント別の決算サマリーです。

⦁ 左から、まず、国内即席めん事業は、前期比1.9％の増収、7.2％の増益となりました。これは、日清食品を中心
に売上が堅調に推移し、商品ミックスの改善効果もあったことなどが主な要因です。

⦁ 次に真ん中の国内非即席めん事業ですが、好調な菓子事業により、前期比1.7％の増収となりましたが、コスト増
もあり、4億円程度の減益となりました。

⦁ 最後に海外事業ですが、前期比38.5％の増収、7.1％の増益となり、昨年度に引続き、連結業績を牽引するか
たちとなりました。

⦁ 次のページをお願いします。
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⦁ セグメント別売上収益実績のブレークダウンになります。

⦁ 全てのセグメントで増収となっていますが、特に国内に先んじて価格改定を実施した海外事業は、為替要因も加わ
り、全地域で２桁の増収、全体で前期比38.5％の大幅な増収となりました。

⦁ 海外事業が連結売上に占める割合も2021年度通期の30％から6ポイント上昇し、36％となっています。これは、
海外において価格改定後も高い需要が続いていることに加え、単価の高い高付加価値商品のニーズが高まっている
ことによるものです。

⦁ 国内即席めん事業は、1.9％の増収となりました。日清食品は、堅調であった4月、5月実績に加え、商品ミックス
改善や6月実施の価格改定効果などを背景に前期比2.6％の増収となりました。

⦁ 明星食品は、価格改定等に伴う袋めんの一時的な数量減などにより、前期比1.6％の減収となりました。2Q以降
は、価格改定の定着へ向けた諸施策を実施し、販売数量の維持、増加を目指してまいります。

⦁ 国内非即席めん事業は、冷凍、菓子事業の増収により、前期比1.7％の増収となりました。好調な湖池屋、ぼん
ちの売上増が下支えしたかたちとなりました。

⦁ 次のページをお願いします。
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⦁ こちらは、各セグメントの売上収益貢献度の詳細をお示ししています。

⦁ 大きく伸長しているのが、左側の中段の海外事業で、全体の増収額168億円の9割弱の寄与度となりました。特に
米州地域は、価格改定効果に加え、米国でのプレミアム商品群の伸長やブラジル、メキシコでの底堅い需要もあり
、今後も売上収益を牽引するドライバーとして期待しています。また、中国地域、アジア地域、EMEA地域において
も、増収トレンドが継続しています。

⦁ 国内即席めん事業では、日清食品の「カップヌードル辛麺」の好調が持続していることに加え、新製品の「最強どん
兵衛」や「0秒チキンラーメン」も純増で、増収に貢献 しています。また、ライス系商品も増収に寄与しており、商品ポ
ートフォリオの多様化が着実にポジティブな効果を現してきていると言えます。

⦁ 国内非即席めん事業では、湖池屋の高付加価値商品「KOIKEYA The 海老」などヒット商品や、米菓需要の高
まりを背景とした、ぼんちの増収などを主因に増収着地となっています。

⦁ 次のページをお願いします。
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⦁ セグメント別コア営業利益の実績です。連結全体としては、為替影響に加え、広範囲に及ぶコスト上昇圧力を増
収でカバーし、既存事業合計で前期比4億円、1.3％増益の134億円となりました。日清食品、米州地域、中国
地域で増益となっております。

⦁ 期初計画では、ウクライナ情勢「前」の市況前提で年間170億円程度の資材価格上昇をおりこんでいましたが、足
元のインフレ影響は広範囲に及んでいますので、引き続き、適正な価格への改定や各種コストの低減に努め、この
影響を抑え込んでいきたいと考えています。

⦁ インフレが加速している海外では価格改定が着実に進んで増収に結びつき、コスト上昇を一部補完している状況で
す。また、米国日清では、8月に大幅な価格改定を予定しており、年度ベースでコスト上昇分を価格改定による増
収でカバーしていく組み立てとしています。

⦁ 次のページをお願いします。
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⦁ 既存事業コア営業利益の貢献度分析です。全般的にコスト増の下押し圧力があるなかで、価格改定や高付加価
値商品の注力などによる増収により、前年水準をキープしている状況です。

⦁ 次のページをお願いします。
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⦁ 今回決算の既存事業コア営業利益の増減要因の全体観です。

⦁ 大きな動きがあった項目としては、国内外の売上収益変動と原価率変動ですが、この要因は、これまでご説明して
きた通りです。

⦁ 最後に自社株買いの状況について、簡単に触れさせていただきます。

⦁ 2022年2月3日に公表させていただいた、上限187万５千株、120億円の自己株式の取得でございますが、７
月末時点で112.8万株、97億円まで、順調に取得が進んでいます。

⦁ 私からの説明は以上です。
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